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大崎市図書館開館2周年記念事業 図書館まつり
問い合わせ  図書館（来楽里ホール）　電話22-0002

　子どもから大人まで楽しめる内容で、皆さんの来館をお待ちしています。
期日　7月20日・21日
場所　図書館（来楽里ホール）
申込　7月2日9時から、図書館受付カウンターか電話で申し込み（定員のある事業のみ）
※駐車場が大変込み合いますので、図書館が契約している有料駐車場を利用してください。駐車券を総合案内へ持参いただくと、利用時間分の無料券をお渡しします。

公民館図書室を利用してみよう！
日時　7月20日　10時～15時
内容　市内基幹公民館図書室の活動紹介、本の貸出し
和綴 (わと)じ本づくり
日時　7月20日　10時30分～、13時30分～
内容　日本古来の製本の一つ、「和綴じ本」の製作
定員　各回先着9人
児童工作教室
日時　7月20日　14時～16時
内容　オリジナルのしおり作り
対象　小学生以下
調べ方講座
日時　7月21日　10時～12時
内容　図書館の本を使った調べ方
対象　小学5～6年生
定員　先着12人
小さな朗読会
日時　7月21日　13時30分～15時30分
内容　図書館所蔵の本から自分の好きな作品を選んで、観覧者に向けて、時間内に朗読
ワークショップコーナー（材料代の実費負担あり）
日時　7月21日　10時～16時
内容　フラワーアレンジ、メディカルアロマなど

「みんなで描くまちづくり」移動市長室 おおさき宝探し未来トーク
問い合わせ　秘書広報課広報広聴担当　電話23-5023
　市をより良くするために、何ができるか。大崎の宝を再認識しながら、古川高等学校の生徒が、市長になった気持ちでさまざまな提案を行います。市長と生徒のトークセッションを通じて、今後のまちづくりを一緒に考えてみませんか。
日時　7月20日　9時30分開場　10時開演
場所　古川高等学校多目的ホール
※7月19日・20日に行われる「古高祭」内での開催です。駐車場や出入口は、古高祭の案内に従ってく　ださい。
内容　大崎市長と古川高等学校生徒によるトークセッション
定員　先着150人程度（当日受け付け）

大崎市流地域包括ケアシステム市民フォーラム
問い合わせ 社会福祉課地域包括ケア推進室　電話23-6012　ファクス22-9047
　住み慣れた地域でいきいきと安心して暮らし続けるため、「わたしにもできること」を一緒に考えてみませんか。
日時　7月13日　13時30分～16時（13時受付開始）
場所　大崎生涯学習センター（パレットおおさき）
定員　先着300人
申込　7月5日まで、電話またはファクスで申し込み
■行政説明
大崎市流地域包括ケアシステムが目指す地域づくりについて
■基調講演
演題　「いま、助け合いの地域をつくるとき」
講師　清水肇子 氏（公益財団法人さわやか福祉財団 理事長） 
■地域活動紹介（パネルディスカッション）
出演　鹿島台まちづくり協議会（健やか安心委員会）、池月地域づくり委員会

オーシャンドリーム号船内見学＆舞台「イシノマキにいた時間」
問い合わせ  一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンター　03-3363-7967
　本市が参画する石巻港大型客船誘致協議会事業のイベント参加者を募集します。皆さんの参加をお待ちしています。
日時　8月21日　11時～16時
場所　石巻港雲雀野中央ふ頭
対象　市内在住の人（石巻市、東松島市、女川町、松島町在住の人も対象）
定員　先着500人
料金　1,000円（大学生、20歳未満は無料）
申込　7月1日～31日に、一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンターウェブサイト（https://pbv.or.jp/）内にある「石巻船内見学会」から申し込み
※電話での申し込みはできません。

大崎市民会館自主文化事業　世良公則 O-kirakuLive2019
問い合せ　大崎市民会館　電話22-2649
　ロックミュージシャン「世良公則」のソロコンサート。
　化粧品のCMソングでおなじみの「燃えろいい女」などのヒット曲を連発したアーティストの声を、生で聴いてみませんか。ギター1本とは思えない迫力の熱く燃えるステージのお誘いです。
日時　9月21日　15時30分開場　16時開演
場所　大崎市民会館
定員　先着700人（全席指定）
料金　一般3,000円、高校生以下1,500円（各当日500円増）
※未就学児は入場できません。
チケット販売　7月1日から大崎市民会館、大崎市民ギャラリー（緒絶の館）、岩出山文化会館（スコーレハウス）、田尻文化センター、大崎市役所売店、ソマキ、レコードショップセブン、サトー楽器、ドコモショップ古川中央店で販売


図書館のたのしみ
問い合わせ 図書館　電話22-0002
vol.156　ひと手間かけて
手間を惜しまない丁寧な仕事ぶりのことを、郷土の方言で「まで」といいますね。例えば、職人がつくる料理や庭造りなど、「まで」な仕事は見ていて気持ちがいいものです。
　使い捨て商品がもてはやされる時代は過ぎ、限りある資源を長く大切に使う社会づくりが求められています。「まで」な暮らしは、その最先端といえるのではないでしょうか。
　ぜひ図書館で、「まで」のヒントを探してみませんか。

今月のおすすめ本
『「脱使い捨て」でいこう！』
瀬口 亮子 著
彩流社 刊
「脱使い捨て」は楽しく豊かな暮らしを実現するものです。「地球の使いすぎ」をなくすための、国内外の取り組み事例を紹介。

『都会暮らしから始める道草料理術』
大海 勝子 著
晶文社 刊
身近な野草も、食べてみるとその味わいに驚き、季節感が楽しめます。山菜や野草を手軽に料理できるレシピの数々を紹介。

『すずめのおくりもの』
安房 直子 作
講談社 刊
ある朝、たくさんのすずめたちが、働き者のお豆腐屋さんのところへやってきます。すずめたちは何を作ろうとしているのかな？
[bookmark: _GoBack]
おはなし会（絵本などの読み聞かせ）
日時　毎週水曜日・土曜日　10時30分～11時
対象　水曜日：0～2歳、土曜日：幼児～小学生


FMラジオで市の情報を発信中
▽オオサキユノラジ：毎週木曜日  12:00～12:30
　77.1MHz（http://www.datefm.jp/yunorazi/）
▽おおさきエフエム放送：83.5MHz（http://oosaki-fm.or.jp/）
　月～金曜日 7:30～7:35 12:00～12:05 17:50～17:55
　土・日曜日 5:10～5:20   9:00～  9:10 12:00～12:10





